
那覇市が取組む

那覇市まちづくり協働推進課
2019.7.18

「校区まちづくり協議会支援事業」
について



那覇市が推進する「協働によるまちづくり」

まちづくりの主体・担い手は、ほかならぬ市民であるということが

「協働によるまちづくり」の原点です。

地域の課題を発見・共有し、みんなで考え協力して解決するためには、

よりよいまちづくりというベクトルを社会全体で共有しながら、市民力・地域力の

向上を図ることが必要です。

まちづくり協働推進課では、「協働によるまちづくり」を具現化する施策として、

「校区まちづくり協議会支援事業」、「自治会活動育成事業」、

「人材データバンク(モデル)事業」、「那覇市協働大使委嘱事業」、

「なは市民協働大学・大学院」、「なは市民活動支援事業」など、

様々な施策を展開しています。



 自治会の加入率の低下

 次世代の担い手不足

 地域のコミュニティの希薄化

那覇市の自治会加入率の現状

自治会の加入率と加入世帯数推移
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「校区まちづくり協議会」とは

各小学校区内で活動する自治会、ＰＴ（C）Ａ及び

地域で活動する個人・企業・事業所等、地域の全

ての方々で構成する団体が、それぞれの目的や活

動を尊重し合い、緩やかに連携・協力しながら、合

意形成を図ったうえで、地域の課題解決を図ってい

くことを目的として、自主的に設立した組織



校区まちづくり協議会支援事業
市内10の小学校区まちづくり協議会において、特色ある活動を実践しています！

行政
（市役所）

地縁団体

•自治会・通り会

•老人会・婦人会 学校関係
団体

•小学校・中学校
•ＰＴＡ・子ども会

•青少協

福祉健康関係
団体

•民生・児童委員

•健康づくり推進員

安全安心
関連 •自主防災組織

•交通指導員

協働 •協働大使

•協働大学（院）卒業生

環境 •公園・道路ボランティア団体

•エコライフサポーター様々な分野の
NPO 事業所・企業等

補助金
【運営・事業】

支所
公民館等

支援

○○校区

まちづくり協議会

アドバイザー
派遣

まちづくり協議会構成団体

夏休み学校ラジオ体操 運営委員会





Ｂ



設立校区及び応募状況

地域の様々な団体が緩やかに連携し、地域の課題把握と解決を図る

•H23.3月 ①与儀小学校区

•H23.7月 ②石嶺小学校区

•H24.10月 ③若狭小学校区

•H25.2月 ④銘苅小学校区

H22～26 小学校区コミュニティモデル事業

•H26.3月 ⑤曙小学校区

•H28.5月 ⑥仲井真小学校区

•H30.4月 ⑦城西小学校区

•H30.10月 ⑧小禄南小学校区

•R1.6月 ⑨天妃小学校区 ⑩城南小学校区

令和元年７月12日現在
•準備会３校区・・・大名小、那覇小、城東小

•応 募 ２校区・・・泊小、金城小
※準備会とは・・・地域での合意形成を図るため、地域住民がワークショップ等を

行いながら、協議会の設立を目的としている組織。

H27～ 校区まちづくり協議会支援事業

補助金（平成31年度）
協議会：年額 834,600円
準備会：年額 240,600円



設立及び公募状況



校区まちづくり協議会の立ち上げまで(例)

①ワークショップ（地域の自慢や強み）

②ワークショップ（地域の課題や悩み）

③ワークショップ
（課題改善に向けて地域でできること）

④組織体制の確立、会則、事業計画、
予算の作成など

協議会設立

Ｂ：防災講話・自主防災組織
ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）

Ａ：市長とゆんたくタイム

Ｃ：放課後子ども総合プラン

Ｄ：地域のフィールドワーク

準備会設立４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

・ 準備会～協議会設立まで１年をかけたスケジュールを想定。

・ 引き続き、市の事業説明や地域での合意形成を図りながら、地
域課題の洗い出しを目的にワークショップ等を開催する。

・ ワークショップ等は、地域の特性や意見を尊重したうえで、手法
は変更できる（地域の実情に応じた内容となります）。
・ ワークショップ後は、協議会設立に向けた手続きや下記メニュー
の中から、地域が要望する回を設け、設立準備に取り掛かる。

番外：懇親会（仲良くなろう！！）

Ｅ：他協議会からのアドバイザー

ＭＥＮＵ

地域（小学校区）で合意形成を図ろう 小学校区内で活動する個人・団体等と情報共有・合意形成を図り、
地域の課題解決に向けた組織の設立に向け話し合いを行う。



第１回ワークショップ 「わったー城西地域の自慢・強み」
みんなで地域の自慢・強みについて語り合おう！

第２回ワークショップ 「城西地域の課題・悩み」
みんなで地域の課題について話し合おう！



第３回ワークショップ「目的を振り返り、共通認識を図ろう！」

第４回ワークショップ
防災講話「自主防災組織について」・協議会設立に向けて



城西小学校区まちづくり協議会設立総会



各校区まちづくり協議会の主な取り組み（平成30年度）

②石嶺小校区 花植え作業、健康相談コーナー、道路ボランティア、広報紙作成、ラジオ体操、
グラウンドゴルフ大会、応急法講習会等

⑤曙小校区 寺子屋教室、ラジオ体操、立哨活動、うみそら上映会inあけぼの、通学路安全パト
ロール、ちょこっとハロウィン、曙っ子ふれあい祭り、CGG運動、チャリティグランドゴルフ大会等

③若狭小校区 土曜朝塾、合同パトロール、まちかど特定検診、地域花いっぱい運動、フラワー
ポット事業、広報誌作成、ヤールーキャラバン等

④銘苅小校区 避難行動要支援者事業、新都心ごみ拾いクリーンデー等

①与儀小校区 地域一斉清掃、よぎっ子まつり、学事奨励会、広報紙作成、防犯パトロール、
よぎトックリキワタまつり、地域交流会、認知症予防講座、ブロック塀点検作業等

⑥仲井真小校区 国場川クリーンアップ作戦、安全・安心パトロール事業、広報誌の発行 等

⑦城西小校区 地域清掃活動、地域交流会、地域探訪、龍潭を楽しむ会、フラワーポット贈呈
式、グラウンドゴルフ大会等

⑧小禄南小校区 地域防災講話、美化清掃活動等



各校区まちづくり協議会の活動状況とその効果

地域の絆が深まり、繋がること1
団体間の情報共有と連携強化2
地域課題への対応
①地域の美化・清掃

②防犯・防災活動

③住民同士の交流

④団体間の連携

⑤子どもに関すること

⑥高齢者に関すること

⑦その他

3

人材の発掘と育成4

近隣校区への波及と校区同士の情報共有5



各校区まちづくり協議会からの声（意見交換会より）

校区まちづくり協議会の各代表より

【大切だと思うこと】

・人と人とのつながり
・事務局が機能すること
・子供たちやお年寄りが活動できる場があること
・地域の横の連携（地域企業との連携）
・地域と学校の連携（開かれた学校、拠点施設）
・広報すること（伝えること）
・楽しさと喜びの積み重ね
・熱い思い
・無理をしないこと



各校区まちづくり協議会からの声（意見交換会より）

校区まちづくり協議会の各代表より

【課題】
・財源の確保
・若者の人材不足、役員の高齢化
・地域活動への負担感（同じ顔ぶれで複数の集まり）
・企業をどう巻き込むか

【行政への要望】
・市職員の積極的な地域活動への参加
・事務局手当てを出してほしい
・学校の受け入れ体制の改善

活動内容が違う他の校区との交流で、相乗効果を生む。

学びあいで新たに取り組む内容や工夫等が期待される。



地域コミュニティ組織
・自治会、通り会、PTA
・ボランティア団体など

行政関係機関
・市役所、学校、公民館
・なは市民活動支援センター
・社会福祉協議会
・地域包括支援センターなど

NPO・企業・事業所 等

協働大使
（協働によるまちづくり推進協議会）

校区まちづくり協議会

協働によるまちづくりの
１０年後のイメージ

社会教育指導員・民生委員・
交通指導員 等

那覇人



脱マンネリ！地域に新たな風をおこそう

ご清聴ありがとうございました。

令和元年７月１８日

まちづくり協働推進課


